
 
＜国語＞  
１  スピーチの構成、目的に適した資料活用に関する問題  
２  文章の内容の中心を把握し、中心となる語や文を使って要約するような  

問題  
３  漢字や文法など語句に関する問題  

＜算数＞  
１  速さと道のりに関する問題  
２  三角形等、複数の図形を組み合わせた問題  
３  棒グラフを中心にしたデータに関する問題  
４  日常生活の場面に即して判断や処理に関する問題  

               令和３年５月２７日（木）実施                                            
 

「全国学力・学習状況調査」は、義務教育の機会均等とその水準の維持向上の

観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果

と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関

する継続的な検証改善サイクルを確立すること、また、学校における児童生徒へ

の教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てることが目的です。昨年度は、新

型コロナウイルス感染症対策のため、中止となりましたが、今年度は、悉皆調査

として文部科学省によりすべての小・中学校を対象としてこの調査が実施されま

した。  
この調査によって測定できるのは学力の一部分であり、学校における教育活動

の一側面となります。さらに、テストではなく、調査と銘打たれていることから、

正答率の高さではなく、考え方が定着しているかどうかを確認するためのもので

あるとともに、これからの社会を担っていく子どもたちに身に付けてほしい資質

・能力といった学習の基盤となるものの調査であるといえます。  
また、現時点では、新型コロナウイルス感染症による大きな影響は表れていま

せんが、朝来市教育委員会は、長期間慎重に様子を見ていく必要があると考えて

います。   
令和３年度全国学力・学習状況調査 
朝来市小学６年生と中学３年生の 
学力と学習状況の分析結果 
調査の概要 

調査の内容  国語、算数・数学   
出題内容（小学校） 
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＜国語＞  
１  話し合いを題材に質問の意図をとらえるような問題  
２  書いた文書をもとにした推敲に関する問題  
３  物語文による登場人物や内容理解に関する問題  
４  漢字や文法など語句に関する問題  

＜数学＞  
１  四則計算に関する問題  
２  一元一次方程式に関する問題  
３  図形の面積に関する問題  
４  関数に関する問題  
５  データに関する問題  
６  事柄特徴を数学的に説明するような問題  
７  表やグラフを使って問題を解決するような問題  
８  データに関する判断や説明をする問題  
９  図形の位置関係や証明に関する問題                                    

  
    

○目的に応じて、話の内容が明確になるようにスピーチの構成を考える力  
○目的や意図に応じて、資料を使って話す力  
○学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う力     小学校各教科の結果 
定着傾向がみられる資質・能力   全国平均をやや下回る 国語  
出題内容（中学校） 

全国平均と同程度 算数 

全国平均をやや下回る 国語 

小学生 

調査結果の分析 

中学生 

全国平均と同程度 国語 

全国平均を下回る 数学 
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定着傾向がみられる代表的な問題  

朝来市では、伝える相手を意識し

て、どんな工夫をすれば、伝わり

やすいか考えながら表現する場面

が授業の中で設定されているから

こそ対応できたんだね。 
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○目的を意識して中心となる語や文を見付けて要約する力  
〇自分の主張が明確に伝わるように、文章全体の構成や展開を考える力                                              
課題があると考えられる資質・能力  
課題があると考えられる代表的な問題  

 

言葉の特徴等は分かってるんだけど、文章

の中での使い方等の理解には課題があるみ

たいだね。 
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課題克服に向けた授業展開例 

文の中における主語と述語の関係を捉える力。 

主語と述語との関係、修飾語と被修飾語の関係、指示する語句と接続する語句の役割に

ついて理解することができる。

４年生 言葉 言葉について考えよう 「つながりに気をつけよう」 

 

めあて：お題に合わせてみんなが「あっ」と驚く一言を文で書こう 

 

１ 「写真で一言」で例示されている画像を見て、主語と述語の関係を意識し、適切な

修飾語をつけることで、みんながあっと驚く一言が言えるようにする、そんな学習

を進めていくことを全体に確認する。 

２ 見本のスライドを参考にしながら、PowerPoint を使って ASAGO GRAND PRIX のスラ

イドを作る。 

３ 例示された一枚の画像を貼り付け、そこから感じる心情を表現する。その際、主語

と述語、どの言葉がどの言葉を修飾しているかと考えながらスライドを完成させ

る。 

４ 「写真で一言」で書いた一言を発表し、主語と述語、修飾語と被修飾語の関係の面

白さを味わう。 

５ その他の写真でも同じように文を考え、発表し合う。 

６ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

(指導の工夫) 

〇４学年の国語の教科書 P.101～102 にある２つの例題を学習してから、「写真で一

言」の活動を行う。 

〇教師用の PowerPoint と児童用の PowerPoint では、使える機能が異なるため、児童用

の PowerPoint を使って見本のスライドを作成しておく。 

○2 学年から学習する主語と述語の単元から本教材は活用できる。写真からまず述語を

考えさせ、次に主語を考えさせることにより、楽しみながらわかりやすく主語と述

語の学習ができる。同様に複合語の学習をする高学年でも本教材が活用できる。 

身に付けさせたい資質・能力  
ね  ら  い  
授業展開例  国語  

下線部   のように今日の授業で“めざす姿”を児童に示します。

めざす姿を実現するための手立て（ヒント）が下線部   のように

示されているのがポイントです。 
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                                                  課題克服に向けた授業展開例 

○１枚の写真を例示し、考え方の過程を示す。 

  

 

 

            

 

 

〇「迷子の迷子のゴリラ君」 

どんなゴリラであるかということが、「迷子の」を２度繰り 

返すことで修飾している。「子猫」と「ゴリラ」を比較する 

意識のズレが面白い。 

 

 

〇「一人で、水鉄ぽうやっています。かなしいですわ。」 

「やっている」のは何人で、何をやっているのかと確認し、 

修飾語と被修飾語の関係を考える。また「かなしいです 

わ。」と感じているのは誰か。隠されている主語を想像する。 

 

 

〇児童が自分の力で PowerPoint のシートを作成する 

ことで、ICT 機器を使って学習している達成感を 

味わうことができる。 

 

〇視点の違う画像を教師側で選択することにより、 

児童は画像を見た思いを、豊かに表現することが 

でき、興味関心を持ちながら、主語と述語や 

修飾語と被修飾語の関係を学ぶことができる。 

 

ベロに注目

して考える

と…取れち

ゃいそう。  述語は、とれちゃ

いそう。というこ

とは、主語はべろ

だから。  べろ、取れ

ちゃいそう

になる！  
板書例 

授業も  

盛り上がります。  
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○速さと道のりを基に、時間を求める式に表すことができる力  
○図形を数学的に処理する力  
○グラフから必要な情報を読み取る力                                       

   

 
 全国や県平均と同程度である 算数  

定着傾向がみられる資質・能力  
定着傾向がみられる代表的な問題  

＜正答＞ 

３×４÷２＝６ 

６㎠ 

＜誤答＞ 

３×４×５÷２＝30 

30 ㎠ 

 与えられた条件全てを使って計算してしまっ

ている誤答が全国的に多かったようです。 

朝来市の児童は、公式[底辺×高さ÷２]を 

丸暗記するのではなく、公式の意味を理解  

して解いているということだね。  
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○複数のデータを分類・整理する力  
○場面から数量の関係を捉えて正しく式に表し、計算をする力   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題があると考えられる資質・能力  
課題があると考えられる代表的な問題  

 

朝来市の児童は、「何を基準にして分けるか」という『数

量の関係を正しく捉える』ことに課題があるんだね。 
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課題克服に向けた授業展開例 

算数  
身に付けさせたい資質・能力  
ね  ら  い  
授業展開例  場面から数量の関係を捉えて正しく式に表し、計算をする力 

「問題場面に対応した式について話し合う活動」を通して、被除数にあたる数と除数に

あたる数を判断し、「正しく式に表し、計算する力」を身につける。 

４年「小数のわり算」 

めあて：どんな式で表せるのか考え、説明しよう 

【 問題 】 

4 人で 2m のひもを同じ長さに切って分けます。 

1 人分の長さは何 m になりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 問題文を読み、課題をつかむ。 

４人で２ｍのひもを分けることを図や絵に表しながら説明し、式を立てる。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

           ４倍 

 

□ｍ            ２ｍ 

           ４でわる             □×４＝２ 

                              □＝２÷４ 

(考え方１) 

 

(考え方２) 

1 人分の長さ 全体の長さ 

４人 ２ｍ 

１人 □ｍ 

×４ ×４ 

２ｍのひも  

どんな式で表せるかを考え、計算しましょう。 

２より４の方が大きいけど、４÷２じゃないのかな？  

４人 

 

２ｍ 
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０     □          ２（ｍ） 

   

      

      

０      1                   ４（人）      

 

 

 

② ペアで話し合い、その後みんなで話し合う。 

 

 

③ ２÷４の計算の仕方を自分で考える。          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 練習問題を解く。 

 

（指導の工夫） 

・具体物を操作したり、絵や図で表したりしながら、２÷４という立式の理由を考 

える場面を通して、問題場面に対応した式について話し合い、理解を深める。  

・２÷４の計算の仕方については、２は 0.1 の何個分かを考えたり、２を 10 倍した 

式をもとに考えたりすればよいことについて気づかせる。 

 

２ｍ 

１人 

□ｍ 
(考え方３) 

(考え方４) 

４人 

２は 0.1 の 20 こ分なので、 

２÷４は、0.1 の（20÷４）こ分です。 

だから、２÷４＝0.5 です。  

２を 10 倍して 20÷４の計算をすると、５です。  

その５を 10 でわると、答えが求められます。 

だから、２÷４＝0.5 です。 

 

絵や図と式を結び付

けて考えてみると分

かりやすいね！ 
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○文章に表れているものの見方や考え方を捉え自分の考えを持つ力  
○文脈に即して漢字を正しく読む力  
〇語句の意味を理解する力                                      

中学校各教科の結果  
 

全国平均と同程度  国語  
定着傾向がみられる資質・能力  
定着傾向がみられる代表的な問題  

- 12 -



                                     
○話し合いの話題や方向性について考える力  
〇相手や場に応じて敬語を適切に使う力           課題があると考えられる資質・能力  全国的に無回答が多かっ

たんだって。 

朝来市の生徒は、粘り強

く勉強に取り組めていると

いうことだね。 
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課題があると考えられる代表的な問題  

 

名作といわれる物語文に触れることも

大切ですよね。 
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朝来市では、朝の読書や、読み聞かせ

といった読書活動に積極的に取り組ん

でいます。 
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                                                ①文章を理解する 

②作文時の条件を理解して書く 

③制限字数を意識して書く 

といった一度に多くの情報処理を求められる

問題に課題のある生徒が多いようです。 
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課題克服に向けた授業展開例 

身に付けさせたい資質・能力  国語  
ね  ら  い  
授業展開例  文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えを持つ力 

文学的な文章を読み、文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考え

を持ち、正確に表現する力をつける。 

 

文学的文章の指導事例  

 

めあて：根拠となる表現を明確にして、自分の考えを文章で表現しよう 

 

【手立て】 

１ キーワードとして取り上げた理由を明確にする。 

  ※考えを広げたり、深めたりすることを目的に交流の場面を設定する。 

２ 取り上げた叙述を引用した部分に対して、自分の考えを持つ。  

 

 

〇文章を要約し、作文を作成する学習例  

 

◆焦点化して複数の条件が設定された作文に取り組む 

 

〈例１〉登場人物に関して（人物像や人間関係） 

意味段落を要約し、条件作文に取り組み、条件を満たしているか等グループ  

で交流する。 

 ・条件①選択した登場人物の主人公に対する態度を取り上げること。  

 ・条件②それについてどう思うか書くこと。 

 

〈例２〉場面に関して（情景描写を中心に） 

作品の印象的な場面を要約し、条件作文に取り組み、条件を満たしているか  

等グループで交流する。 

 ・条件①一連の出来事から「僕」が悟ったことを引用すること。  

 ・条件②あなたは「僕」がどんな変化をしたと思うか書くこと。  
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〈指導の工夫〉 

（●予想される生徒のつまずきポイント・△生徒のつまずきに対する手だて）  

 

●キーワードが見つけられない。 

●取り上げる要素に過不足がある。 

●条件に合う文章を取り上げられない。 

△空欄補充形式のワークシートで対応する。 

 

●一部の条件しか満たすことができない。 

●字数を満たすことができない。 

△短文をいくつか作成し、接続語でつなぐよう助言する。 

 

●自分の考えを文にできない。  

△簡単な感想を聞き出し、そう感じた根拠となる部分を活用して文にしていくようア 

ドバイスする。 

△グループでの交流を通して、他者の意見を参考に再度要約文を書く時間を設定す 

る。  
 

                                                
文章を書かせるには、

「何を書けばいいのか」

をイメージさせるための

手立てが必要なんだ

ね。 

『ひょうごつまずきポイント指導事例集』

が参考になるよ。 

下線部    のように“書いて終わり”

ではなく、いろんな人の意見を聞いて、  

もう一度書く時間を設定することが大切

なんだね。  

ワークシート例 

- 18 -



   
○正式を計算する力  
○データから必要な情報を読み取る力  
○事柄の特徴読み取り数学的に説明する力                                   ○図形について、辺や面積との関係を捉える力  
○意味を読み取って事柄が成り立つ理由を説明することができる力        

  

全国や県平均を下回っている。  数学  
定着傾向がみられる資質・能力  
定着傾向がみられる代表的な問題  
課題があると考えられる資質・能力  朝来市の生徒は、文字を使った式のルールを

正しく理解し、使いこなせているということ

だね。 

＜正答＞ 

２x＋８y 

＜誤答＞ 

－15ｘ２－８ｘy＋12y２  

 文字を使った式の解き方のルールを勘違いし

て計算してしまっている誤答が全国的に多か

ったようです。 
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課題があると考えられる代表的な問題  
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課題克服に向けた授業展開例 

数学  
身に付けさせたい資質・能力  

・文字を用いた式で、数量および数量の関係をとらえ、説明する力。 

・事象の特徴を的確に捉える力。 

ね  ら  い  
目的に応じて式を変形したり、それを確かめたりすることを通して考察の対象を

明確に捉え、事柄が成り立つ理由を説明できるようにする。 

授業展開例  
２年 「数と式」 

めあて：数量の関係がいつでも成り立つことを文字式を使って説明しよう  

   【 問題 】 

   右のようなカレンダーで、四角で囲んだ 

   4 つの数の和がどんな数になるか調べま 

   しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

①  いつでも４の倍数になることを説明するためには、どうすればよいか考える。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四角で囲まれた４数の和について計算

してみましょう。 

【考えるための手立て】  

・九九の４の段を書くと、何か気が付かないかな！  

・分からない数やいろいろな数が入るようにするときはどう表した

かな？  

・数の性質がいつでも成り立つことを説明するためには、何を使え

ば良いかな？ 

7+8+14+15＝ 44、 17+18+24+25＝ 84、となります。  

どちらも 4 の倍数になっているよ。  

・４×（自然数）の形になると思います。  

・４数を文字式で表して、和を計算してみると良さそうです。  

・すべての自然数で成り立つことを説明するために、４×（文字

式）の形にできれば良いと思います。 
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課題克服に向けた授業展開例 

数学  
身に付けさせたい資質・能力  

・見いだされた事柄について、数学的な結果を事象に即して解釈し、筋道を立て

て考え、事柄が成り立つ理由を説明する力 

・見出された事柄をもとに、統合的・発展的に考察する力 

ね  ら  い  
「帰納的な思考過程」を通して、「文字を使った数の性質の説明の有効性に気づ

き、文字を用いた式を具体的な場面で活用」できるようにする。 

授業展開例  Ｒ１ 

②  左上の数をｎとして、四角で囲まれた 4 数を文字式で表す。  

ｎ   ｎ +1 

    ｎ +7  ｎ +8   と表せます。 

 

 

 

 

③  文字式で表した 4 数の和を計算後、ペアで話し合い 4×(文字式 )の形に変形して結

果を考察する 

・ n+(n+1)+(n+7)+(n+8) 

=n+n+1+n+7+n+8 

=4n+16   

になります。 

・変形すると 4(n+4) 

になります。 

 

 

④  グループでいつでも４の倍数になることを説明し合い、グループで説明方法をまと

める。その後、みんなで確認する。 

・ n にはどんな自然数が入ってもよいので、 n+4 も自然数になっている  

ことが分かりました。 

・だから 4×(文字式 )の形になっているので、いつでも 4 の倍数になる  

ことが説明できたと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  学習したことを振り返る。  

・副教材、数学レポート  

・教科書 P33 章末「学びを身につけよう」－ 5 タブレット PC で QR コードを 

 読み取り、模範解答を利用  

 

（指導の工夫） 

・４つの数の和がいつでも４の倍数になることを説明するために、文字式を使って  

４×（式）の形にできればよいことに気づかせる。（文字を使う意義を理解させ、

見通しを持たせる） 

・ペアやグループで話し合うことにより、目的に応じて式を変形したり事柄が成り立

つ理由を説明したりする力をつける。  

 

☆学んだことの活用がポイント ! !  

・多項式の四則計算の時の大切な

ルールに注目  

・分配法則を変形する  

＜ポイント＞ 

〇文字式を利用することの良さに気付く 

【手立て】 

 １  「いつでも成り立つ」という言葉をヒントにして考える。 

２  視覚を活用する（カレンダー）  

７つに区切られた表の区切り方を変えたり、四角ではない形  

で数を足したりする。 

左下の数が n+7 と表せるのはなぜか、説明できるかな？ 

計算するだけじゃなく、説明

する場面も必要なんだね。  
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今年度の調査結果分析から、朝来市の児童生徒の学力については、小・中学校と

も概ね定着していると考えられます。  
これは、学力を下支えする地域の関心の高さを受けての結果と考えております。  
しかし、新学習指導要領で強く求められている「思考力・判断力・表現力等」に

課題が見られる教科もありました。  
本市では、「小小連携推進事業」や中学校区ごとの「小中連携推進事業」を実施

して実践の共有と系統化を図るとともに、各校での同調査を分析し、抱える課題と

その課題解決に向けた取り組みを協議し、学習状況の改善や教員の指導力の向上を

図り、子どもたちの学習意欲や学力向上に取り組んでいます。  
また、平成２６年度から取り組んでいる「授業のユニバーサルデザイン化モデル

研究事業」は、今年度から第２次の取組がスタートしています。全ての子どもたち

に分かりやすい授業づくりについて研究し、子どもたちが「できる」と実感できる

授業づくりを進めていきます。  
今年度は「新型コロナウイルス感染症」の影響について

注目される調査となりました。現時点では、国や兵庫県と

同様に、朝来市においても影響はなかったと言えますが、

目に見えるほどの影響が出るとすれば、もっと時間がかか

ると考えておりますことから、長いスパンで子どもたちの

様子を注視していきます。   そして、学校運営協議会をはじめ地域の方々と協働して
子どもたちの健全育成に取り組んでいきます。   
お問い合わせ先   朝来市教育委員会  

学校教育課    ℡  ６７２－４９３０  
今 後 に 向 け て  
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